


　デジタル関連予算が増大する中、費用対効
果の高い行政サービスを実現するには、市民
がデジタルツールを使いこなせる環境整備
が不可欠です。しかしながら、現状は「一部
の意欲的な層」のみならず「市民全体」が広
く活用できる状態には至っていません。高齢
者や情報弱者など誰一人取り残さない環境
の構築が喫緊の課題です。

議
会
は
こ
の

３
つ
を
調
査
し
ま
す

市
民
生
活
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
、３
つ
の
常
任
委
員
会
が

調
査
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　アンケート結果や日頃の議会での
質問などを丁寧に分析しながら、
ワークショップや意見交換会を通し
て地域が抱える課題を深く掘り下げ
ていきます。

政策提言に向けて政策提言に向けて

テ
ー
マ
決
定

現
状
把
握

総務常任委員会
暮らしの土台を支える調査

Theme

Roadmap

市民のデジタル
スキル向上に関する
取組の推進

１

R8.6月
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　少子化に伴う担い手不足や行政の下請け
化による負担過大、地域の関係性の希薄化か
ら、自治会の統合・解散が顕在化しています。
個人のボランティア精神に頼る仕組みは限
界を迎えており、今後さらに業務の負担感・
行政への不満感が増す恐れがあります。施設
の統廃合、地域コミュニティ推進計画の策定
が動き始めた今、持続可能な地域コミュニ
ティの再構築は喫緊の課題です。

　農業経営の規模拡大に伴い、他産業並みの
組織管理や労働環境の整備が急務となって
います。しかし、若者や女性の就農・定着を
阻む雇用環境の改善が課題です。農業を他産
業と切り離さず、「えるぼし」や「くるみん」
などの認定制度を農業法人へ導入する手法
を検証し、他産業の成功事例に学び、誰もが
選びやすく安心して働き続けられる持続可
能な農業経営基盤の構築が喫緊の課題です。

民生常任委員会
生活と福祉を支える調査

建設経済常任委員会
まちの基盤と産業を支える調査

ThemeTheme

人口減少下の
地域コミュニティ
～安心して暮らしていける地域へ～

２３

政策提言に向けて

先
進
事
例

調
査

市
民
意
見

聴
取

提
言
書
作
成

市
長
へ
提
言

評
価
・
検
証

持続可能な
農業経営基盤の
強化

9月 R9.2月 10月
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【
概
要
】

　

本
定
例
議
会
で
は
、
令
和
8
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
案
を
は
じ
め
、
様
々
な
議
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
慎
重
な

審
議
を
経
て
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

　

6
月
8
日
に
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
議

案
15
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
議
案
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
務
】

　

議
第
49
号　

酒
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

議
第
50
号　

酒
田
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

議
第
51
号　

酒
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

ほ
か　

6
件

【
民
生
】

　

議
第
53
号　

酒
田
市
印
鑑
条
例
及
び
酒
田
市
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
建
設
経
済
】

　

議
第
59
号　

物
品
の
取
得
に
つ
い
て
（
除
雪

ド
ー
ザ
）

　

議
第
60
号　

物
品
の
取
得
に
つ
い
て
（
ロ
ー
タ

リ
除
雪
車
）

　

議
第
61
号　

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
第

一
・
第
二
川
南
ア
パ
ー
ト
解
体
工
事
）ほ

か　

2
件

６
月
定
例
議
会

審議された議案

条例 5件

議会期間

16日間

21件
6/3–6/18

その他 1件 補正予算 5件

契約 10件

　

6
月
11
日
に
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

議
案
5
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
第
44
号　

令
和
8
年
度
酒
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）

　

議
第
45
号　

令
和
8
年
度
酒
田
市
定
期
航
路
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

議
第
46
号　

令
和
8
年
度
酒
田
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

議
第
47
号　

令
和
8
年
度
酒
田
市
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

議
第
48
号　

令
和
8
年
度
酒
田
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

予
算
特
別
委
員
会

酒田市議会を傍聴して
みませんか

●本会議、予算特別委員会
市役所３階議場の傍聴席入口前にある受付
カードに住所・氏名を記入の上、受付箱に入
れ、傍聴席に入場ください。
※団体で傍聴を希望する場合は、事前に議会事務局へ
問い合わせてください。

●各常任委員会
市役所３階議会事務局で、開会予定時刻の30
分前から受付を行います。各委員会の傍聴定員
は５名です。定員を超えた場合は、抽選などに
より傍聴者を決定します。
※傍聴の際は、スマホなどの電源をお切りください。
また議会、各委員会の許可なく写真撮影等や録音は
できません。

受 付 方 法
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支出額合計
2,294,490円

研修費 9％
調査研究費
48%

資料作成費 8％

資料購入費 6％

広報費 29％

会派等名（人） 交付額（円） 支出額（円） 残余額（円） 主な内容

新和会（13人） 1,300,000 481,467 818,533

●研修費(市内)
●広報費
●資料作成費
●資料購入費

志友会（６人） 600,000 579,824 20,176
●調査研究費
　（千代田区･中央区）
●広報費
●資料作成費

市政研究会
（３人） 300,000 10,700 289,300 ●資料作成費

無会派　大壁洋平 100,000 0 100,000

無会派　市原栄子 100,000 98,598 1,402
●研修費
　(オンライン)
●資料作成費
●資料購入費

無会派　武田恵子 100,000 5,814 94,186 ●資料作成費●資料購入費
合　計 2,500,000 1,176,403 1,323,597 執行率47.1%

令和 7年度政務活動費の公表について　／　6月定例議会

令和7年度政務活動費の公表について

政務活動費収支状況

○政務活動費として支出できる経費

令和7年4月～11月まで　　　　　　　（単位：円） 令和7年12月～令和8年3月まで　　　（単位：円）
会派等名（人） 交付額（円） 支出額（円） 残余額（円） 主な内容

新政会（９人） 1,800,000 12,085 1,787,915 ●資料作成費

志友会（６人） 1,200,000 858,003 341,997
●調査研究費
　（台湾台中市）
●資料作成費
●資料購入費

共産党市議団
（２人） 400,000 81,268 318,732 ●資料作成費●資料購入費

令和会（２人） 400,000 1,122 398,878 ●資料作成費

市民の会
（２人） 400,000 164,711 235,289

●研修費
　（千代田区）
●資料作成費
●資料購入費

市政研究会
（２人→0人）※ 300,000 898 299,102 ●資料作成費

無会派　佐藤弘※ 50,000 0 50,000

無会派　富樫幸宏 200,000 0 200,000

合　計 4,750,000 1,118,087 3,631,913 執行率23.5%

調 査 研 究 費
研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請・陳情活動費
会 議 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 件 費
事 務 所 費

会派等が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
会派等が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費
会派等が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費
会派等が行う住民からの市政及び会派等の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費
会派等が要請、陳情活動を行うために必要な経費
会派等が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への会派等としての参加に要する経費
会派等が行う活動に必要な資料の作成に要する経費
会派等が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
会派等が行う活動を補助する職員を雇用する経費
会派等が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

※市政研究会の所属議員が１名、令和７年9月16日付で辞職したこと
により、令和７年９月17日から佐藤弘議員が無会派となっています。

　政務活動費は、地方自治法および条
例に基づき市議会議員の調査研究その
他の活動に必要な経費の一部として交
付されています。本市では、市議会の
会派等を対象に、議員一人あたり月額
２万５千円を交付しています。また残
余額は市に返還されます。
　会派とは、市政に対する考えや意見
を同じくする議員集団（所属議員３人
以上）です。なお３人未満の場合は、
会派等となります。
　各会派等の政務活動費報告書は、酒
田市ホームページで公表しています。
　公表する内容は、収支報告書、支出
内訳書、領収書などです。なお、令和
７年に市議会議員選挙があり、会派構
成が変わったため選挙の前後で２表に
分けています。

酒田市ホームページ
令和7年度政務活動費報告書
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討
論

討論とは…
採決の前に、議員が議
題に対して賛成または
反対の意見を述べ、意
見が違う議員の賛同を
求めるもの。

代表質疑とは…
会派等の代表が、市長
提出議案に関して疑問
を問い、議案の内容を
明確にするもの

　

軽
減
基
準
や
課
税
限
度
額
の
見
直
し
は
評

価
す
る
が
、
新
た
に
導
入
さ
れ
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
分
の
上
乗
せ
に
は
賛
成

で
き
な
い
。
少
子
化
対
策
は
本
来
国
の
責
任

で
行
う
べ
き
で
医
療
保
険
の
趣
旨
と
異
な
る

上
、
２
年
連
続
の
国
保
税
引
上
げ
は
低
・
中

所
得
層
の
市
民
生
活
へ
与
え
る
影
響
が
大
き

い
。
新
た
な
負
担
を
市
民
に
求
め
る
前
に
、

ま
ず
は
市
の
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金

を
活
用
し
、
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
一
部
改
正
に
反
対
す
る
。

無
会
派
　
市い
ち

原は
ら 

栄え
い

子こ 

議
員

反
対
討
論

令
和
8
年
4
月
17
日 〈
議
会
期
間
1
日
間
〉

審
議
さ
れ
た
議
案
等

　
●
市
長
提
出
案
件 
…
…
…
3
件

　

議
第
41
号　

令
和
８
年
度
酒
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

議
第
42
号　

令
和
8
年
度
酒
田
市
定
期
航
路
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
民
生
】

　

議
第
43
号　

酒
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

予
算
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会

代
表

　
質
疑

１
名
が
代
表
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
１
名
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

討
論
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
財
源
を
医
療
保
険

（
国
民
健
康
保
険
税
）
に
上
乗
せ
し
て
集
め
る
仕

組
み
に
つ
い
て
、
た
だ
で
さ
え
負
担
感
の
強
い
国

保
加
入
者
に
、
さ
ら
な
る
負
担
を
求
め
る
こ
と
を

市
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
伺
う
。

答
　
市
長　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
は
全

て
の
健
康
保
険
で
導
入
さ
れ
、
社
会
全
体
で
支
え

合
う
仕
組
み
で
あ
り
、
少
子
化
対
策
は
国
民
皆
保

険
制
度
の
維
持
や
労
働
力
確
保
な
ど
将
来
的
に
全

国
民
が
恩
恵
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
被
保

険
者
が
負
担
し
支
え
合
う
こ
と
が
必
要
だ
と
受
け

止
め
て
い
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の
国
保
税
上

乗
せ
、市
の
受
け
止
め
は

無
会
派

市い
ち

原は
ら 

栄え
い

子こ 

議
員

▲動画はこちらから

議
第
43
号

酒
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第
43
号

酒
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

4
月
臨
時
議
会
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議決結果一覧　／　4月臨時議会

令和８年定例会　第６回６月定例議会　議決結果一覧表
議案番号 件　　　名 付託委員会 議決結果

報第１0 号 令和７年度酒田市一般会計継続費繰越計算書の報告について ー 報　　告

報第１１号 令和７年度酒田市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について ー 報　　告

報第１２号 令和７年度酒田市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について ー 報　　告

報第１３号 令和７年度酒田市水道事業会計予算繰越計算書の報告について ー 報　　告

報第１４号 令和７年度酒田市下水道事業会計予算繰越計算書の報告について ー 報　　告

報第１５号 専決事項の報告について（損害賠償の額の決定） ー 報　　告

報第１６号 専決事項の報告について（損害賠償の額の決定） ー 報　　告

議第４４号 令和８年度酒田市一般会計補正予算（第２号） 予算特別 可　　決

議第４５号 令和８年度酒田市定期航路事業特別会計補正予算（第２号） 予算特別 可　　決

議第４６号 令和８年度酒田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 予算特別 可　　決

議第４７号 令和８年度酒田市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 予算特別 可　　決

議第４８号 令和８年度酒田市介護保険特別会計補正予算（第１号） 予算特別 可　　決

議第４９号 酒田市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 総　　務 可　　決

議第５０号 酒田市基金条例の一部改正について 総　　務 可　　決

議第５１号 酒田市税条例の一部改正について 総　　務 可　　決

議第５２号 酒田市都市計画税条例の一部改正について 総　　務 可　　決

議第５３号 酒田市印鑑条例及び酒田市手数料条例の一部改正について 民　　生 可　　決

議第５４号 請負契約の締結について（酒田市美術館大規模改修工事（建築工事）） 総　　務 可　　決

議第５５号 物品の取得について（業務用パソコン等） 総　　務 可　　決

議第５６号 請負契約の締結について（鳥海八幡中学校屋内運動場長寿命化改修工事（建築工事）） 総　　務 可　　決

議第５７号 物品の取得について（スクールバス） 総　　務 可　　決

議第５８号 物品の取得について（光ケ丘プールタッチプレート） 総　　務 可　　決

議第５９号 物品の取得について（除雪ドーザ） 建設経済 可　　決

議第６０号 物品の取得について（ロータリ除雪車） 建設経済 可　　決

議第６１号 請負契約の締結について（第一・第二川南アパート解体工事） 建設経済 可　　決

議第６２号 請負契約の変更について（令和７年度農地・農業用施設災害復旧事業農地等災害復旧工事（その１）） 建設経済 可　　決

議第６３号 請負契約の変更について（令和７年度農地・農業用施設災害復旧事業農地等災害復旧工事（その８）） 建設経済 可　　決

議員派遣について ー 可　　決

令和８年定例会　第５回４月臨時議会　議決結果一覧表
議案番号 件　　　名 付託委員会 議決結果

報第 ３ 号 専決事項の報告について（八幡体育館改築工事（建築工事）請負契約の変更） ー 報　　告

報第 ４ 号
専決事項の報告について（公共土木施設災害復旧事業令和７年度公共災害復旧工事

（第１工区）請負契約の変更）
ー 報　　告

報第 ５ 号 専決事項の報告について（酒田市税条例の一部改正） ー 報　　告

報第 ６ 号 専決事項の報告について（酒田市都市計画税条例の一部改正） ー 報　　告

報第 ７ 号 専決事項の報告について（損害賠償の額の決定） ー 報　　告

報第 ８ 号 専決事項の報告について（損害賠償の額の決定） ー 報　　告

報第 ９ 号 専決事項の報告について（損害賠償の額の決定） ー 報　　告

議第４１号 令和８年度酒田市一般会計補正予算（第１号） 予算特別 可　　決

議第４２号 令和８年度酒田市定期航路事業特別会計補正予算（第１号） 予算特別 可　　決

議第４３号 酒田市国民健康保険税条例の一部改正について 民　　生 可　　決

07  ｜  市議会だより　2026.8.1



6
月
16
日
、17
日
、18
日
に

計
17
人
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般質問とは…
市政全般に関する
状況や方針を質問し、
報告や説明を求めたり、
疑問を明らかにするもの。

一
般

　
質
問

本
市
の
ふ
る
さ
と
住
民
登
録

制
度
へ
の
対
応
は安あ

ん

藤ど
う 

浩ひ
ろ

夫お 

議
員

他
の

　
質
問

本
市
の
健
康
寿
命
延
伸
の
現

状
と
今
後
の
取
組
、遠
隔
診
療

の
実
証
と
今
後
の
展
開
は

▲動画はこちらから

問
　
人
口
の
減
少
、
担
い
手
不
足
、
産
業
の
縮
小

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
総
務
省
の
「
ふ
る
さ
と

住
民
登
録
制
度
」
が
開
始
さ
れ
る
。
専
用
ア
プ
リ

を
通
じ
て
関
心
の
あ
る
市
町
村
や
都
道
府
県
に
登

録
す
る
と
、
誰
も
が
地
域
情
報
や
活
動
サ
ポ
ー
ト

を
得
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
り
、
酒
田
フ
ァ
ン
の
可

視
化
、
関
係
人
口
の
拡
大
、
ひ
い
て
は
移
住
・
定

住
に
つ
な
が
る
制
度
で
あ
る
。
一
方
で
、
ふ
る
さ

と
住
民
を
確
保
す
る
た
め
の
募
集
方
法
、
情
報
提

供
の
在
り
方
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
多
く

の
課
題
も
あ
る
。
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

答
　
地
域
創
生
部
長
　
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度

の
活
用
に
向
け
、
候
補
者
層
の
把
握
と
関
係
構
築

が
必
要
と
考
え
る
。
既
存
の
交
流
団
体
や
本
市
出

身
者
な
ど
の
関
係
者
情
報
を
可
視
化
し
、
首
都
圏

で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
住
民
と
直

接
的
な
接
点
を
つ
く
る
こ
と
で
、
顔
の
見
え
る
深

い
関
係
性
を
築
い
て
い
き
た
い
。

本
制
度
利
用
に
よ
る
関
係
人
口
づ
く
り
は

候
補
者
層
の
把
握
と
関
係
構
築
に
取
り
組
む

ほ
か
の
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん

▲動画はこちらから

問
　
本
市
で
は
農
業
経
営
の
減
少
が
進
み
１
経
営

体
の
耕
作
面
積
が
拡
大
傾
向
に
あ
り
新
た
な
課
題

が
生
じ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
農
業
の
構
造
変
化

に
対
応
し
振
興
を
計
画
的
か
つ
安
定
的
に
進
め
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
基
金
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
活
用
実
績
と
成
果
、
今
後
の
活
用
予

定
、
基
金
残
高
の
推
移
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
農
林
水
産
部
長
　
こ
れ
ま
で
に
約
6
千
365
万

円
を
活
用
し
、
豚
熱
対
策
や
高
温
対
策
な
ど
で
成

果
を
上
げ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
は
引
き
続
き
各

事
業
に
充
て
て
い
く
。
基
金
残
高
は
積
立
金
や
収

入
の
変
動
に
よ
り
増
減
し
て
き
た
が
、
恒
常
的
な

財
源
が
な
い
た
め
、
今
後
は
減
少
し
て
い
く
も
の

と
見
込
ん
で
い
る
。
農
林
水
産
業
へ
の
理
解
を
広

く
得
な
が
ら
、
寄
附
金
な
ど
の
収
入
が
あ
る
場
合

に
は
基
金
へ
の
積
立
て
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

農
林
水
産
振
興
基
金
の
利
用
実
績
等
は

各
事
業
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
と
認
識

農
林
水
産
振
興
基
金
の
条
例

に
基
づ
く
活
用
状
況

佐さ

藤と
う 

喜よ
し
の
り紀 

議
員

他
の

　
質
問
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一般質問

新
時
代
の
特
別
支
援
教
育
の

在
り
方
、令
和
の
日
本
型
学

校
教
育

▲動画はこちらから

問
　
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
が
進
ん
で
い
る
ま
ち
と
い
え
る
。
例
え
ば
、

車
い
す
で
行
け
る
場
所
が
ど
こ
よ
り
も
多
い
ま
ち

が
そ
う
で
あ
る
。
２
０
２
０
年
本
市
で
も
、
市
民

と
協
力
し
て
、
車
い
す
で
ま
ち
を
歩
い
て
集
め
た

リ
ア
ル
な
情
報
が
登
録
さ
れ
て
い
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
ア
プ
リ
「
ウ
ィ
ー
ロ
グ
」
を
作
成
し

た
が
今
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
削
除
さ
れ

て
い
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
を
新
た
に
「
障
が

い
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
マ
ッ
プ
」
と
し
て
作
成
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
更
新
頻
度
が
下
が
っ
て
お

り
、
現
状
と
合
わ
な
い
情
報
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
を
休
止
し
て
い
る
が
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
再
公
開
に
つ
い
て
は
、
掲
載
情
報
の
正
確
性

な
ど
を
担
保
す
る
方
法
を
考
え
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

障
が
い
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
マ
ッ
プ
の
作
成
を

掲
載
情
報
の
正
確
性
を
担
保
す
る
方
法
を
検
討

障
が
い
者
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

佐さ

藤と
う 

弘ひ
ろ
し 

議
員

他
の

　
質
問

小
中
学
校
体
育
館
の
夜
間
一

般
開
放

▲動画はこちらから

問
　
今
年
の
３
月
末
か
ら
４
月
初
め
に
か
け
て
、

連
続
５
件
の
不
審
火
が
発
生
し
市
民
生
活
に
大
き

な
不
安
を
与
え
た
。
幸
い
に
も
容
疑
者
の
検
挙
に

至
っ
た
が
事
件
発
生
か
ら
検
挙
ま
で
一
定
の
期
間

を
要
し
た
。
近
年
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
は
事
件
発
生

時
の
早
期
解
決
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

が
、
本
市
に
は
カ
メ
ラ
設
置
が
十
分
で
な
い
と
の

市
民
の
声
が
あ
る
。
自
治
会
で
の
自
主
的
な
防
犯

活
動
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
場
合
、
支
援
制

度
拡
充
の
考
え
は
あ
る
か
所
見
を
伺
う
。

答
　
市
民
部
長
　
防
犯
協
会
を
通
じ
た
防
犯
用
品

購
入
費
の
助
成
制
度
が
あ
り
、
自
治
会
な
ど
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
費
も
対
象
と
な
る
。
ま
た
、「
ひ

と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
総
合
交
付
金
」
も
使
途

が
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
域
の
合
意
が
あ
れ
ば

活
用
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
既
存
制
度
の
周
知

や
相
談
対
応
を
通
じ
て
、
防
犯
対
策
を
支
援
す
る

方
針
で
あ
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
支
援
制
度
拡
充
は

既
存
制
度
の
周
知
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
く

公
共
空
間
に
お
け
る

防
犯
カ
メ
ラ
増
設冨と

樫が
し 

覚さ
と
る 

議
員

他
の

　
質
問

イ
ラ
ン
情
勢
に
伴
う
影
響
は

佐さ

藤と
う 

猛た
け
し 

議
員

他
の

　
質
問

古
木
の
倒
木
被
害
の
対
応
、

本
市
に
お
け
る
子
ど
も
の

幸
福
感

▲動画はこちらから

問
　
イ
ラ
ン
へ
の
戦
闘
が
始
ま
っ
た
１
か
月
後
、

法
人
・
個
人
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
独
自
に
実
施
し
た
。

法
人
の
72
％
が
「
大
き
な
影
響
が
あ
る
」
と
回
答

し
、
個
人
の
99
％
が
「
生
活
へ
の
影
響
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
。
要
望
で
は
「
物
価
高
対
策
を
早
く

実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
切
実
な
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。
国
で
約
3.1
兆
円
規
模
の
補
正
予
算
が

成
立
し
た
が
、「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
追
加
」

は
僅
か
0.1
兆
円
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
の
対
応
を

伺
う
。

答
　
市
長
　
イ
ラ
ン
情
勢
に
よ
る
市
内
経
済
や
市

民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
庁
内
連
携
に
よ
る

実
態
調
査
を
継
続
し
て
い
る
。
現
在
、
操
業
停
止

な
ど
の
事
態
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
原
材
料
の

価
格
高
騰
な
ど
の
不
安
要
素
は
顕
在
化
し
て
い
る
。

今
後
は
国
に
よ
る
対
策
を
基
本
と
し
つ
つ
重
点
支

援
地
方
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
市
内
事
業
者
へ

の
支
援
を
検
討
す
る
方
針
で
あ
る
。

イ
ラ
ン
情
勢
の
影
響
と
対
応
は
ど
う
す
る
か

国
の
対
策
を
基
本
と
し
つ
つ
支
援
を
検
討
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これからも多くのクルーズ船が寄港しますように

利用しやすい公共施設を目指して

答
　
市
長
　
春
の
寄
港
に
よ
る
経
済
効
果
は
約

１
億
7
0
0
0
万
円
と
試
算
し
た
。
秋
に
向
け

運
営
体
制
の
外
部
委
託
や
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
を
検

討
す
る
。
外
航
ク
ル
ー
ズ
船

と
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ

と
の
違
い
は
、
今
後
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
り
ニ
ー
ズ
の
違

い
を
把
握
し
、
満
足
度
向
上

と
消
費
拡
大
に
向
け
て
具
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
　
総
務
部
長
　
各
施
設
の
利
用
状
況
は
毎
年

度
確
認
し
、
最
適
化
・
効
率
化
を
順
次
進
め
て
い
る
。

利
用
の
少
な
い
夜
間
な
ど
の
閉
館
時
間
を
早
め
る

な
ど
、
柔
軟
な
運
用
に
努
め
て
い
る
。
今
後
の
時

間
変
更
な
ど
に
当
た
っ

て
は
、
需
要
や
発
生
経

費
な
ど
を
整
理
し
、
市

民
の
利
便
性
向
上
や
将

来
的
な
コ
ス
ト
抑
制
を

見
据
え
な
が
ら
判
断
し

た
い
。

本
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対

応
状
況

▲動画はこちらから

問
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
、
利
用
希
望
が
夕
方
以

降
や
休
日
に
集
中
す
る
一
方
、
夏
場
は
熱
中
症
対

策
と
し
て
、
屋
外
施
設
の
利
用
時
間
な
ど
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
搬
入
・
搬

出
時
間
、夜
間
利
用
な
ど
、利
用
者
の
実
情
に
合
っ

た
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
本
市
と
し
て
深

夜
・
早
朝
利
用
や
利
用
者
の
実
態
に
沿
っ
た
運
用

の
必
要
性
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

早
朝
・
夜
間
利
用
な
ど
柔
軟
な
運
用
求
め
る

利
用
実
態
に
即
し
柔
軟
な
運
用
に
努
め
る

利
用
実
態
に
合
っ
た

公
共
施
設
運
営
を
！

大お
お

壁か
べ 

洋よ
う
へ
い平 

議
員

他
の

　
質
問

本
市
の
教
育
体
制
に
お
い
て

保
護
者
と
の
連
携
、教
育
の

良
さ
を
本
市
の
強
み
に

定
期
船
と
び
し
ま
の
更
新
、

使
用
し
て
い
な
い
施
設（
普

通
財
産
）の
売
却
促
進

▲動画はこちらから

▲動画はこちらから

問
　
全
市
民
を
対
象
と
す
る
１
万
円
分
の
紙
に
よ

る
生
活
応
援
商
品
券
事
業
は
、
公
平
な
支
援
の
一

方
で
事
務
コ
ス
ト
や
、
支
給
ま
で
に
時
間
を
要
し

た
。
生
活
支
援
に
は
迅
速
性
が
最
優
先
さ
れ
る
な

か
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
連
動
の
公
金
受
取
口
座
登
録
制
度
を
活
用
し

な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。
今
後
の
緊
急
給
付
に
備

え
、
同
制
度
を
用
い
た
迅
速
な
直
接
振
込
を
給
付

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
整
備
・
確
立
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
実
装
に
向
け
た
展
望
を
伺
う
。

問
　
４
月
か
ら
５
月
に
９
回
寄
港
し
た
外
航
ク

ル
ー
ズ
船
に
対
し
て
の
取
組
内
容
と
、
そ
れ
に
対

し
て
の
分
析
、
経
済
効
果
は
。
秋
の
寄
港
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

4
千
人
を
超
え
る
日
本
人
が
乗
船
す
る
ジ
ャ
パ

ネ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
は
、
消
費
行
動
や
観
光
ニ
ー
ズ

で
外
国
人
ク
ル
ー
ズ
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
か
。

答
　
企
画
部
長
　
家
計
支
援
に
加
え
、
市
内
事
業

者
の
売
上
拡
大
と
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
た

め
、
貯
蓄
や
市
外
流
出
の
懸
念
が
あ
る
現
金
給
付

は
見
送
っ
た
。
ま
た
、
公
金
受
取
口
座
登
録
制
度

は
迅
速
な
給
付
に
有
効
と
認
識
し
活
用
実
績
も
あ

る
が
、
現
状
で
は
登
録
率
が
全
市
民
の
約
６
割
に

留
ま
る
ほ
か
、
口
座
情
報
の
不
備
な
ど
誤
給
付
の

リ
ス
ク
が
あ
る
。
制
度
改
善
や
実
用
性
の
向
上
を

注
視
し
、
段
階
的
な
活
用
を
検
討
す
る
。

給
付
金
な
ど
を
配
付
す
る
仕
組
み
作
り
の
確
立
を

客
層
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
と
今
後
の
対
策
は

現
状
の
課
題
注
視
し
段
階
的
な
活
用
検
討

満
足
度
と
消
費
拡
大
へ
体
制
や
分
析
を
検
討

生
活
支
援
の
給
付
金
は

ス
ピ
ー
ド
が
最
優
先

松ま
つ
も
と本 

国く
に
ひ
ろ博 

議
員

外
航
ク
ル
ー
ズ
船
、

春
の
総
括
と
秋
へ
の
対
応

後ご

藤と
う 

仁ひ
と
み 

議
員

他
の

　
質
問

他
の

　
質
問
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一般質問

市
民
の
声
に
寄
り
添
う

福
祉
行
政
を

市い
ち
は
ら原 

栄え
い

子こ 

議
員

他
の

　
質
問

問
　
内
閣
府
の
調
査
で
は
、
孤
独
感
が
「
し
ば
し

ば
・
常
に
あ
る
」「
時
々
あ
る
」
と
回
答
し
た
人

が
約
４
割
に
の
ぼ
り
、
孤
独
・
孤
立
が
社
会
全
体

の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
山
形
県
で
も

調
査
を
実
施
し
、「
孤
独
・
孤
立
の
実
態
を
把
握
し
、

効
果
的
な
事
業
を
実
施
す
る
た
め
」「
施
策
検
討

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
」
と
明
確
に
位
置
付
け

て
い
る
。
国
、
県
の
調
査
結
果
を
本
市
で
は
ど
の

よ
う
に
分
析
し
、
ど
の
よ
う
な
課
題
を
導
き
出
し
、

孤
独
・
孤
立
状
態
に
あ
る
方
へ
の
支
援
を
考
え
る

の
か
所
見
を
伺
う
。

孤
独
・
孤
立
対
策
を
ど
う
考
え
る
か

身
近
な
課
題
と
捉
え
、
関
係
機
関
の
連
携
強
化
へ

新
た
な
防
災
気
象
情
報
へ
の

対
応

▲動画はこちらから

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
調
査
結
果
に
よ
り
、
一
定

割
合
の
方
が
孤
独
感
を
抱
え
て
い
る
こ
と
や
、
孤

独
・
孤
立
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
身
近
な
課
題

で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
育
む
取
組
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
関
係
支
援
機
関
相
互
の
連
携
を
強
化
す
る

取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

新
た
な
酒
田
市
観
光
戦
略
に

つ
い
て

▲動画はこちらから

問
　「
日
本
一
女
性
が
働
き
や
す
い
ま
ち
」
を
掲

げ
、
若
者
・
女
性
の
地
元
定
着
を
目
指
し
て
久
し

い
が
、
そ
の
効
果
が
見
え
ず
、
本
市
人
口
は
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
予
測
を
前
倒
し

で
減
少
し
続
け
て
い
る
。
し
か
も
県
内
他
市
町
村

と
の
比
較
で
も
本
市
の
減
少
率
は
最
下
位
の
レ
ベ

ル
と
な
っ
て
い
る
。今
回
新
た
な
戦
略
と
し
て「
若

者
・
女
性
に
選
ば
れ
る
酒
田
」
の
実
現
の
た
め
、

新
な
戦
略
「
働
く
酒
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」

を
作
成
し
た
が
、
こ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
な
に
か
。

答
　
副
市
長
　
本
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
職
場
改

革
の
課
題
を
女
性
活
躍
、
若
者
雇
用
、
若
者
の
地

元
定
着
・
回
帰
の
３
つ
に
分
類
。
段
階
別
の
目
標

や
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化
し
、
企
業
と
行
政

の
役
割
を
明
示
し
た
点
で
あ
る
。
現
在
は
16
社
が

参
画
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
５
か
年
間
、
参
加

企
業
の
意
見
を
毎
年
反
映
し
、
官
民
一
体
で
課
題

解
決
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

働
く
酒
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
は

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
分
け
課
題
解
決
を
図
る

「
日
本
一
女
性
が
働
き
や
す
い
ま

ち
」
効
果
は
い
つ
に伊い

藤と
う 

欣き
ん

哉や 

議
員

他
の

　
質
問

多
く
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
よ

る
観
光
環
境
へ
の
対
応

市い
ち
む
ら村 

浩こ
う
い
ち一 

議
員

他
の

　
質
問

酒
田
の
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
を
、「
仮
称:

酒
田
観
光
ま

ち
づ
く
り
機
構
」の
体
制
構
築
に
つ
い
て

▲動画はこちらから

問
　
本
年
は
23
回
に
お
よ
ぶ
ク
ル
ー
ズ
船
が
酒
田

港
に
寄
港
す
る
が
、
今
ま
で
以
上
に
観
光
環
境
が

変
化
す
る
中
で
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
通
訳
ガ
イ
ド
や
観
光
ガ

イ
ド
に
し
て
も
今
後
多
く
の
時
間
や
日
程
を
割
く

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
長
続
き
は
し
な
い
。

今
後
は
ガ
イ
ド
や
通
訳
養
成
講
座
の
開
催
を
含
め

有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も

必
要
と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

答
　
地
域
創
生
部
長
　
現
在
の
観
光
ガ
イ
ド
へ
の

報
酬
は
１
時
間
当
た
り
1
千
円
で
あ
り
、
資
格
を

持
つ
通
訳
案
内
士
と
は
異
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
並

み
の
額
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
ガ
イ
ド
の

能
力
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
仕
組
み
を
検
討

し
、
会
員
増
加
な
ど
の
価
値
創
出
に
つ
な
が
る
よ

う
、
現
在
の
報
酬
額
や
制
度
の
見
直
し
を
進
め
て

い
き
た
い
。

持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
を

報
酬
額
や
制
度
の
見
直
し
を
進
め
た
い
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鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
、ク
マ・

イ
ノ
シ
シ
対
策

▲動画はこちらから

大
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

後ご

藤と
う 

啓ひ
ら
く 

議
員

他
の

　
質
問

問
　
農
地
の
復
旧
も
進
み
、
今
年
か
ら
田
植
え
の

で
き
た
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
田
起
こ
し
作

業
中
に
流
木
な
ど
が
出
て
き
て
作
業
効
率
が
非
常

に
悪
く
、
水
持
ち
の
悪
い
田
ん
ぼ
も
あ
る
。
国
道

344
号
の
の
り
面
に
は
ま
だ
土
砂
な
ど
が
残
っ
て
い

る
。
農
地
の
手
直
し
工
事
、
道
路
の
未
整
備
箇
所

の
い
ち
早
い
復
旧
工
事
の
着
手
を
求
め
る
と
と
も

に
、
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
６
月
３
日
に
予
定
し
て
い
た
ク
ル
ー
ズ
船
が

台
風
の
影
響
で
寄
港
中
止
に
な
っ
た
。
中
止
に
よ

る
市
内
事
業
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
実
態
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
今
後
の

※
抜
港
リ
ス
ク
を
見
据
え
、
情
報
共
有
の
仕
組
み

づ
く
り
、
応
援
消
費
へ
の
つ
な
げ
方
、
必
要
に
応

じ
た
事
業
者
支
援
策
な
ど
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

農
地
・
道
路
は
細
部
に
目
を
向
け
て

耕
起
作
業
を
取
り
入
れ
丁
寧
に
復
旧

答
　
副
市
長
　
工
事
完
成
後
の
農
地
に
流
木
な

ど
が
混
入
し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
。
今

般
の
混
入
物
は
農
家
に
集
積
し
て
い
た
だ
き
、
本

市
が
処
分
す
る
。
今
年
度
は

工
程
を
見
直
し
丁
寧
に
復
旧

し
て
い
き
た
い
。
国
道
344
号

に
集
積
し
た
も
の
は
県
が
処

分
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
と
し
て
は
県
と
住
民
を

つ
な
ぐ
役
割
を
し
っ
か
り

行
っ
て
い
き
た
い
。

すごい土砂！田んぼから

夕方のお見送りに多くの市民が集った

※
抜
港
…
悪
天
候
等
に
よ
り
予
定
し
て
い
た
港
に
寄
港
し
な
い
こ
と

市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て

▲動画はこちらから

寄
港
中
止
時
の
対
策
の
検
討
が
必
要
で
は

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
た
い

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
よ
る

経
済
効
果
と
受
入
れ
体
制

守も
り

屋や 

紀の
り
ひ
こ彦 

議
員

他
の

　
質
問

答
　
地
域
創
生
部
長
　
今
回
の
寄
港
中
止
の
経

験
を
通
じ
、
一
元
的
な
情
報
発
信
や
応
援
消
費

の
取
組
を
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
は
、

市
役
所
だ
け
で
な
く
市

民
の
皆
様
か
ら
様
々
な

場
所
で
ご
協
力
い
た
だ

け
る
環
境
を
作
る
こ
と

と
併
せ
て
、
仕
組
み
作

り
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

樹
木
管
理
と

住
環
境
ト
ラ
ブ
ル遠え

ん

田た 

敏と
し

子こ 

議
員

他
の

　
質
問

予
防
医
療
の
推
進
、鳥
獣
に

よ
る
人
身
被
害
支
援
条
例
の

制
定

▲動画はこちらから

問
　「
隣
家
の
木
や
枝
葉
が
境
界
を
越
え
て
繁
り
、

落
ち
葉
や
日
照
不
足
、
害
虫
の
発
生
な
ど
で
困
っ

て
い
る
」
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
る
。
高
齢
化

が
進
み
空
き
家
が
増
え
る
事
で
、
今
後
益
々
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
。
広
報
に
特
集
を
掲
載
す
る
な
ど
、

管
理
不
全
・
空
き
家
対
策
な
ど
関
係
機
関
と
も
連

携
を
強
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

独
居
世
帯
、
空
き
家
は
ど
う
す
れ
ば
？

相
談
者
が
行
き
場
を
失
わ
な
い
よ
う
助
言

隣家から境界を超える木や枝葉

答
　
市
民
部
長
　
私
有
地
に
お
け
る
民
事
上
の

問
題
は
、
原
則
行
政
が
介
入
で
き
ず
、
当
事
者

間
で
の
解
決
を
促

し
て
い
る
。
相
談

者
が
行
き
場
を
失

わ
な
い
よ
う
、
簡

易
裁
判
所
の
調
定

申
立
て
や
、
定
期

的
に
開
催
し
て
い

る
無
料
法
律
相
談

な
ど
を
案
内
し
て

い
る
。
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ウミネコの繁殖地「御積島」

今年の夏も暑そうです。衛生面への影響
が懸念されます。

世
界
基
準
で

「
酒
田
の
魅
力
」
を
発
信
！

杉す
ぎ
や
ま山 

道み
ち
ひ
ろ弘 

議
員

他
の

　
質
問

ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
概
要
と
学
校
評
議
員
会

の
役
割
・
今
後
の
展
望

▲動画はこちらから

問
　
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
が
、
令
和
９
年

度
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
認
定
を
目
指
し
て
い
る
。
認

定
に
向
け
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
、
構
成
自
治

体
、
民
間
事
業
者
、
地
域
住
民
な
ど
と
の
連
携
や

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
応
援
団
と
し
て
、
で
き
る
こ
と
は
何
か
伺
う
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
認
定
へ
の
連
携
や
取
組
は

連
携
・
協
働
を
深
め
、
機
運
醸
成
と
魅
力
発
信
を

答
　
地
域
創
生
部
長
　
審
査
で
は
住
民
や
民
間

企
業
と
の
連
携
・
協
働
が
最
重
要
視
さ
れ
る
た
め
、

各
種
企
画
へ
の
参
加

を
促
し
地
域
全
体
の

機
運
を
高
め
る
。
市

民
が
地
域
の
恵
み
を

学
び
、
日
常
生
活
や

観
光
を
通
じ
て
魅
力

を
発
信
す
る
こ
と
が

認
定
へ
の
重
要
な
役

割
と
な
る
。

一般質問　／　議会日誌

保
育
所
の
主
食
持
参
見
直
し
、

完
全
給
食
の
導
入
は

ガ
ン
バ
リ
ー
ニ 

杏き
ょ
う
こ子 

議
員

他
の

　
質
問

問
　
本
市
の
多
く
の
保
育
所
で
は
、
３
歳
以
上
児

が
毎
日
主
食
（
白
飯
）
を
持
参
し
て
い
る
。
近
年

は
猛
暑
が
常
態
化
し
、
食
中
毒
リ
ス
ク
へ
の
懸
念

が
高
ま
る
と
と
も
に
、
共
働
き
家
庭
の
朝
の
負
担

も
少
な
く
な
い
。
子
ど
も
の
健
康
と
保
護
者
の
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
夏
季
限
定
の
完
全
給
食
や

選
択
制
導
入
な
ど
、
現
行
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
伺
う
。

時
代
に
合
わ
せ
た
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を

完
全
給
食
は
各
園
の
負
担
が
大
き
く
困
難

「
観
光
で
稼
げ
る
ま
ち
」の
実
現

に
向
け
た
本
市
の
新
た
な
観
光

戦
略
に
つ
い
て

▲動画はこちらから

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
完
全
給
食
は
保
護
者
の

負
担
を
減
ら
せ
る
一
方
、
主
食
費
の
徴
収
や
炊

飯
設
備
の
整
備
、
多
様
な
調
理
体
制
な
ど
園
側

の
負
担
が
大
き
く

導
入
は
難
し
い
。

た
だ
、
保
護
者
が

入
園
時
に
給
食
の

有
無
を
選
べ
る
よ

う
、
各
園
の
状
況

を
分
か
り
や
す
く

示
す
。

議会活動日誌 Diary
10日 委員長会議
  各常任委員協議会

各常任委員会、議会報編集委員会
13日 議会運営委員会
16日 議会報編集委員会
17日 ４月臨時議会

本会議
民生常任委員会
予算特別委員会
議会運営委員会

11日 議会改革推進特別委員会
13日 建設経済常任委員会意見交換会

建設経済常任委員会
14日 民生常任委員会
22日 総務常任委員会
26日 各常任委員協議会

建設経済常任委員会

5月4月 28日 議会運営委員会
  3日 ６月定例議会（～6/18）

本会議、議会運営委員会
全議員勉強会、委員長会議

  5日 議会改革推進特別委員会
  8日 各常任委員会

総務常任委員会意見交換会
10日 議会改革推進特別委員会
11日 予算特別委員会

全議員勉強会
議会運営委員会
議会改革推進特別委員会

15日 本会議、議会運営委員会
議会報編集委員会

16日 本会議、議会運営委員会
17日 本会議
18日 本会議

6月

5月

　

佐
藤
千
佳
夫
議
員
の
一
般
質
問
は
、

本
人
よ
り
会
議
録
の
全
文
削
除
の
申
し

出
が
あ
っ
た
た
め
、
掲
載
記
事
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
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